OLYMPUS 

^ MAUSB-500 心 

USB メモリアダプタ 

L スタ-!"だイド」 


はじめ I ; 


この USB メモ1」アダプタ MAUS 己-已〇〇 (じ(下 本 機）は、 xD - ピク 
チャーカード™ (じ(下 カード) 専用のメモ U アダプタです。カードに 
記録された大容量データを、 USB ポートを装備したパソコンへ、簡 
単かつ高速に転送することびでさます。 

♦ご使用の前に、この r スタートガイド」をよくお読みください。 
♦詳細については、 web ぺージに収録されている取扱説明書 (PDF 
ファイル)をご覧いただくか、カスタマーヴポートセンターにお問 
合せください。 

MAUSB - 500取扱説明書 
http :// www . olympus . co . jp / jp / support / 
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ホームページによる t 爵尉是供について 

製品仕様、パソコンとの接続、 0 S 対応の状況、 Q & A などの各種情報を当社の 
ホームページでご提供しております。 

オリンノ くスホームぺージ http :// www . olympus . co . jp / 

から「お客様サポート」一。（ーソナル製品のサポート-お問い合わせ」一 
「デジタルカメラ/プ U ンタ」へ進み、ご利用ください。 


付属品をお認しましよう 


• 電話等でのご相談窓 □ 

オリンパスイメージンク株式をなカスタマーヴポートセンター 

雨0120 -08421 5携帯電話- PHS か5は 042-642-7499 
FAX 042-642-7486 

調査等の都合上、回答までにお時間をいただく場合びありますので、ご了承ください。 
※営業時間.営業曰などの最新情報は、上記ホームページにてお知らせしております。 

※本書の記載内容は変是されることびあります。最新情報はホームページにてご確認ください。 


各部の名茄 



スタートガイド(本書) 



♦本書の内容につをましては万全を期しておりますび、お気付をの 
点びございましたらカスタマーヴポートセンターまでご連絡くだ 
さい。 

参本機の不適当な使用による、万一の損害、逸失利益、または第兰ち 
からのいかなる請巧に関し、当社では一切その責任を負いかねま 
すのでご了承ください。 


♦電波障害自主規制について ♦ 


本機は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づ 
くクラス B 情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを 
目的としていますび、この装置びラジオやテレビジョン受信徽こ近接 
して使用されると、受信障害を弓 I さ起こすことびあります。 
取扱説明書にしたびって正しい取り扱いをしてください。 

この装置を接続する際、市販の USB 延長ケーブルを使用されると、 
VCCI 基準の限界値を超えることび考えられます。その場合はこの装置 
をパソコンの USB ポートに直接接続してご使用ください。 


♦商標について ♦ 

参 Microsoft , Windows は米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の 
国における登録商標または商標です。 

参 Apple , Mac , Macintosh , Mac OS は Apple , Inc . の商標です。 

• ，線"が およびその他の社名、商品名巧^などは、曰本およびその他の国におけ 
る各社の登録商標です。 


導入ずる前に 


♦動作環境 ♦ 

本機をお使いになる前に、ご使用のパソコンび • L ソ下の条件を満たし 
ているかご確認ください。 

参対応パソコン 

• 本書 r 仕様」の r 対応パソコン」をご覧ください。 

参対応 0 S 

• 本書 r 仕様」の「対応 0 S 」 をご覧ください。 

•Windows 9己/ NT 4.0/ NT 3 .己]から Windows 2000 Professional 
へのアップグレード環境では動作しないことびあります。その 
場合は、 0 S の新規インス I ルを行ってご使用ください。 

♦ごま意 ♦ _ 

参本機は、パソコン側の USB ポートの周りに十分な取り付けスペー 
スびあることをご確認のラえご使用ください。無理に取り付けた 
場合、本機や USB ポートを破損する恐れびあります。 

参ご使用のパソコンの八ードウエア、デバイスドライバ、アプ U ケー 
シヨンなどの環境条件によっては、本機び正常に動作しない場合び 
あります。 


参 USB 八ブ、キーボード、ディスプレイの USB ポートに接続すると 
使用できないことびあります。その場合は、パソコンの USB ポー 
卜に直接接続してください。 

♦ステータスランプの点滅中に、カードを引さ出したり、本機を引さ 
巧いたりした場合、 カード内のデータび破壊され、カードび使用で 
さなくなることびあります。 

♦パソコンの省電力機能には対応しておりません。ご使用の前にパ 
ソコンの省電力機能を無効にしてください。 

♦本機を同時に2台!;!上接続してのご使用はできません。 

参キヤップを取り付ける場合は、 

キヤップの表と本体の表を合 
わせて差し込んでください。 



安全上のごミ主意〈がずお読み < だをい> 


本機を正しくお使いいただき、お客様や他の人々への危害と財産の 
損害を未然に防止するために、守っていただきたい事項を示してい 
ます。 


本文中の記号の説明 


A 

警告 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人び死こま 
たは重傷を負う可能 I ’生び想定される内容を示しています。 

A 

ミち意 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人び障害を 
負う巧能 I まび想定される内容を示しています。また、物質的 
損害のみの発生び想定される内容を示しています。 


〇 

行為を禁止 
ずる絵表示 

〇 

行為を指示 
ずる絵表示 

禁止 


強制 



乳幼屛①手の届くところに置かない。 誤って飲み込む恐れび 
(\)あります。万一、飲み込んだと思われるときは、すぐに医師に 
^ご相談ください。 

本機を分解したり、改造しない。 感電や火災、故障、事故の原因 
^となります。 

内部に液体をこぼしたり、金属や燃えやずい物を入れない。 火 

心 災や感電、故障、事故の原因となります。 

^ xD - ピクチヤーカード挿入□に力ード 1 U がのをのを挿入しない。 

力ードなかのものを挿入すると、故障や火災の原因となります。 

〇 万一、異常な音びするとき、煙び出るとき、異物び中に入った 
ときは接続している機器の電源を切り、お買い上げ店または 
お近くの製社ヴービスステーションまでご連絡ください。 

〇 お手入れの前には、パソコン本体か5 US 己コネクタを巧く。 

本機の USB コネクタびパソコン本体に接続されているとき 
にお手入れすると、感電の原因となります。 


A ミ主意 


■ ほ用場巧、保管場所について 

(\)極端に暑いところや寒いところでの使用や保管は避ける。 

^ごみ、ほこりの多いところ、直射日光の当たるところでの使用 
' Oy や保管は避ける。 

^振動の激しいところ、不安定なところでの使用や保管は避け 
v _ y る。故障の原因となります。 


強い磁気の発生するちの(モータ、トランス、テレビ、スピーカ、 
' Oy 磁石など)のそばに近づけない。誤作動の原因となります。 

(\)密閉されたところでの使用は避ける。 

A 輸送時にはカードび抜かれていることを必ず確認する。 

&本機は精密機器ですので、振動や衝撃を加えないでください。 


■本巧のお手入れ 

本体にはシンナー、ベンジンおよび殺虫剤など揮発性のちの 
vV をかけない。変質したり、塗装のはびれる原因となります。 

〇 本体は、柔5かい巧などで拭く。汚れびひどいときは、水で薄 
めた少量の中性洗剤を柔らかい巧などにつけて拭き、あとで 
からなさしてください。 


■ 力ードの取扱上のごを意 

〇 ご使用になる力ードは、必ずデジタルカメラ側で、定期のに 

フオーマツ トする。 カメラ側での フオーマツ ト操作について 
は、カメラの取扱説明書をお読みください。 

お使いのカメラじ(外でフォーマットされた力ードび、カメラ 

〇 側で認識されない場合には、 お使いのカメラで再度フォー 
マットしてください。 （フォーマットお式び DOS じ(外となる 
カメラでフォーマットされたカードは、本機では認識できま 
せん。） 

〇 カードを再度フォーマットする場合は、カード内に必要なデー 
夕びないことを、必ず事前に確認する。 フォーマットを行なった 
場合、元のデータは使えなくなりまず。 

〇 力ードは接触部びむき出しになっているため、取り扱いには十 
分に注意する。 

■ USB コネクタの取巧上のごま意 

USB コネクタの端子に直接手を触れない。本機やパソコンの故 
' ey 障の原因となることびあります。 

〇 本機をパソ コンの USB ポー トから取り外すときは、本体を指で 
しっか0と保持しなびら抜<。 


■ その他のごま意 

本書 r 導入する前に」の r ♦ご注意♦」をよくお読みください。 


仕様 


対応メディア 

xD - ピクチャーカード 3.3 V 

16/32/64/1 28/2已已/已] 2 MB /1 GB /2 GB 

インターフエース 

USB Ver .2.0 または Ver .1.1 

動作電圧 

已 V ( USB ポートより供給） 

消費電流 

最大 0'2 A 

動作温湿度範囲 

温度0で〜已〇で 

湿度20%〜85% (ただし結露しないこと） 

保を温度範囲 

一 2已で〜60で 

がお寸法 
(縦 X 横 X 厚さ） 

7已 .9 mm X 24.2 mm x 10.0 mm 

重量 

本体約 12 呂キャップ約].己呂 

対応パソコン 

USB インターフェース （USB Ver .2.0 または 

Ver .1.1 準拠)を標準搭載したパソコン 

対応 0 S 

パソコンにプレインス1ルされた次の 0 S 

- Windows 2000 Professional - Windows XP 

- Windows Vista 

- Mac OS 日'〇〜 9.2 - Mac QS X ( vl 0.1-10.4) 


•仕様は予告なく変更する場合びあります。 

•最新の情報は才 U ンノ ロホームぺージ ( http :// www . 日 lympus . co . jp /) 
をご覧ください。 

















































簡単な操作方法 (Windows 版 /Macintosh 版 ) 


@カードを入れます 

カードの接触面(金色)を下に向けて、カードを 
xD - ピクチャーカード挿入口に水平に奥まで 
しっかり挿入します。 


® パソコンと接続します 

パソコンの USB ポートと本機の US 日コネクタを接続します(パソコンを使用中でも接続することびで 
さます)。ステータスランプび点打します（カードび入っていないときは点打しまはん)。 




本機びパソコンに認識されると[マイコンピュータ]に [ U ムーバブルディスク]アイコンび追加されます。 




カードび正しく挿入され本機びパソコンに認識されると、デスクトップ上にカードのアイコンび表おさ 
れます。 


ステータスランプについて 

点灯 ：本機びパソコンに接続され、使用可能な状態。 

点滅 ：カードにアクセス(読み書を）しているとさ。 

消灯 ：カードび入っていないとさ、または「③パソコンから取りがす」操作*をしたとさ。 

*Mac 0 S のパ'-ジョンによっては、力ードのアイコンをゴミ箱へドラッグ&ド□ップしたときに 
消巧することちあります。 

点灯後に消灯：カードび正しく認識されていないとさ。 


⑤パソコンか6取りかします 

•本機の取り外しは、パソコンの電源び入ったままで行うことびできます。（電源の OFF 、 再起動、 
ス U -プ状態にする必要はありません。） 

• カード内のデータを表示するソフトウエア(画像表示ソフトなど)び起動している場合は終了し 
てください。起動したままの状態では、取り外し操作を行ラことびでさません。 



1. タスクノ（一にある[八ードウエアの安全な取り外し]アイコンを左ク U ックします。 

♦[八ードウエアの安全な取り外し]は、お使いの環境によって表記び異なる場合びあります。 

2. タスクバー上部に [ USB 大容量記憶装置デバイス-ドライブ( X :)をち全に取り外します]び表示 
されます。表示ウィンドウをク U ックします。 

• ドライブ記号( X :)はお使いのパソコンによって異なります。 

3. ステータスランプび 消えている ことを確認し、 [0 K ] をク U ックします。 

• Windows XP はバルーンヘルプ上に表示されます。 

4. 本機をノ V ° ソコンの U S B ポートから引き抜きます。 




1 . 力ードのアイコンをゴミ箱にドラッグ&ド□ップします。 

2. ステータスランプび 点滅していない ことを確認します。 

3. 本機をパソコンの USB ポートから引き抜きます。 



@カードを取0出します 

力ードを xD - ピクチャーカード挿入口に水平ち向に 
手で引き出します。 



カードを引重出す 


Printed in Japan 
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